幾何学序論II補充問題　（2007年11月27日作）（2009年1月7日修正）
（2010年1月13日修正）（2011年3月22日修正）(2015年12月24日修正)
（2017年10月28日修正）
問　直線ℓは、２点Ａ,Ｂを通らない。そして、直線ℓと線分ＡＢが交わる。このとき、2点Ａ,Ｂは、直線ℓに関して互いに反対側にある事を示せ。[公理IIIを用いればよい。]
問　∠AOBの内部に2点P, Qがある。線分PQは、直線OAとも直線OBとも交わらないことを示せ。[角の内部の定義と、公理IIIを、用いればよい。]
問（蝶番）　平面上の４点Ａ，Ｂ，Ｐ，Ｑについて、ＡＰ＝ＢＱ、ＡＱ＝ＢＰだとする。

このとき、∠ＡＰＢ＝∠ＢＱＡ, ∠ＰＡＱ＝∠ＱＢＰであることを証明せよ。

（但し，P，Qは，直線AB上にはなく，平面上で直線ABに関して同じ側にあるとする。）

問（直角の存在）　直線ℓと、その上にない点Aがある。

２点O,Pを直線ℓ上にとり、直線ℓに関してAと反対側に点Ｃを

∠ＡＯＰ＝∠ＣＯＰかつＯＡ＝ＯＣを満たすようにとる。

線分ＡＣと直線ℓの交点をＢとすると、ＡＢ⊥ℓとなることを証明せよ。

問（中点の存在）　直線ABに関して互いに反対側に点SとTがある。

そして、線分STと直線ABの交点Mが、線分ABの内部にあるとする。

このとき、　AS=BTかつ∠SAM＝∠TBM　ならば　AM=BM　であることを証明せよ。
問（角の２等分）　AB=ACである二等辺三角形ABCで、底辺BC上に点Dがある。

BD＝CD　ならば　∠BAD＝∠CAD

であることを証明せよ。

問　AB=ACである二等辺三角形ABCで、底辺BC上に点Dがある。

AD⊥BC　ならば　BD＝CD

であることを証明せよ。
問　∠AOBの内部に点Pがあり、PA⊥OAかつPB⊥OBだとする。
(1)　PA=PBならば∠AOP=∠BOPであることを証明せよ。[直角三角形の合同条件使用可]
(2)　∠AOP=∠BOPならばPA=PBであることを証明せよ。

問　平面上の３直線Ｌ，Ｌ1，Ｌ2に関して、

Ｌ//Ｌ1，Ｌ//Ｌ2　ならば　Ｌ1 // Ｌ2　であることを証明せよ。

（Ｈｉｎｔ：　背理法。　Ｌ1とＬ2が交わったと仮定して、その交点をＡとする。直線Ｌ

と点Ａに公理Ｖ（平行線の公理）を適用せよ。）
